
 

 

 

 

 

児童の持ち物に係る配慮と児童のみの校内再入校の禁止 

及び、水筒、体育着について 

 青葉まぶしい季節となりました。学校では子どもたちの元気な姿がまぶしく感じられます。保護者

の皆様におかれましては、今年度も学校教育にご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 さて、児童の持ち物（教科書や教材など）については、昨今、その量と重さから登下校時の負担が

増えており、児童がより安全に、快適に学校生活を過ごすための配慮について考えてまいりました。

また、再入校の是非、水筒や体育着についても検討を重ねてきました。 

 下記に、現段階での配慮についてお示ししますので、お子様とご確認ください。 

 

記 

1. 持ち物については、学期はじめ、学期末、週の始まり終わりでの荷物の負担がなるべく少なくなる

ように、計画的に持ってきたり持って帰ったりできるよう、各学級で指導します。 

2. 学年の実態に応じて、教科書や教材等が多かったり重かったりする教科等については、学校に留め

置くよう配慮します。 

（例）社会の教科書、副教材（資料集など）については置いていってよいこととする。 

   道徳の教科書、副読本等については教室で管理する。等 

3. 宿題や家庭学習等で家庭に持ち帰る必要のない教科書等についても、学年の実態に応じて留め置く

よう配慮します。 

（例）図工、音楽、保健の教科書、教材等については教室管理とする。等 

4. 上記のことに関するご家庭へのご連絡については、学年だより、保護者会、担任の学級指導等で周

知します。 

5. 携行品を留め置くことに伴い、トラブル防止のため児童のみの校内再入校を禁止にします。誤って

他者の教科書・教材等を持って帰るリスクを避けるためです。今後、放課後に児童のみで忘れ物等

を取りに来ることはできません。緊急の場合はお電話でご相談ください。 

6. 水筒にお茶や水、スポーツドリンクを入れて持ってきて構いません。その際、肩掛けできる水筒を

推奨します。登下校の安全を確保するため、手に持って登下校しないようにご家庭でもご指導くだ

さい。 

7. 体育着については、肌着を着てよいこととします。その際、肌着を複数枚持たせ、必要に応じて着

替えること、着替えた肌着はビニル袋に入れるなどして自己管理することなど、清潔に過ごせるよ

うご家庭でもご指導ください。 

以上 

今後もよりよい形を模索しながら、児童の快適な学校生活に寄与できるよう努めます。 
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